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ばかりで、居心地の良い空間が広がります。

　最近は運転していても放置竹林に目が行きます。近年 

は企業などの様々な取り組みが行われ、食品、洗剤、 

肥料など用途は多彩ですが、一個人が出来るのは継続

的・計画的に伐採し続けることです。鬱蒼としていた竹

林に、光が差し風が通り空が見えた瞬間の清々しさは最

高です。我が家の竹林も仲間の手によって生き返ってき

ました。１０、１１月の新月が水分量が減る切り時だそうで 

自主練日も設けました。月の満ち欠けと共に生きる神秘

的な竹にまた魅了されます。竹細工には３年竹が一番で

すが、年数の見極めが難しく割って剥いでみるまでわか

りません。いい竹に出会えるとカリカリといい音がします。

　まずは体で覚えるまで籠１００個目標に手を動かします。

手に馴染む暮らしの道具を作りたい。「あなたがあなた自

身になる時間を」との講師の思いを胸にこれからも竹林に

篭ります。

　我が家には竹林があります。防風林として重要な役目

を果たしてますが、どちらかと言えば厄介者。昔は用途

が広く、欲しい方が切り出して上手く循環されていまし

たが、今は地震が来ても入れないほど竹藪化していました。

　「どうにかしなきゃ」と思い立ち、活かす方法はない

かと探したところ、群馬県板倉町と野木町公民館で活動

している「わたらせ竹細工部」に出会い、５月から入部し

ました。地域の竹林整備をしながら、切り出してひごを 

作り日用品の竹細工を学ぶ場として、今や生活の中心に

なりつつあります。

　講師曰く我が家の竹林は節が低く、節間も長くとて

も良い竹（宝の山 !）だそうで俄然やる気もアップしまし

た。部員も自然が大好きな同じ空気感が伝わってくる方々 
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【転出前地域】 埼玉県熊谷市

【活動開始時期】 令和 7年４月

【活動テーマ】 移住定住の促進・空き家の利活用

協力隊プロフィール

　昨年４月に野木町に来てからもうすぐ１年が経とうとしています。

　着任後は、町の移住者向けパンフレットの作成や移住・空き家相談、移住促進イベントへの参加やＳＮＳで

の情報発信などに取り組んで来ました。

　空き家業務で地域の空き家を見に行く機会があ

りました。そこで感じたのは活用出来そうな空き

家は多くあるのにそのままになっている家が多い

ことです。

　空き家のまま時間が経つと、倒壊の心配や害獣の

侵入など、思わぬトラブルにつながる事があります。

　そういった空き家をこれ以上増やさないために、

これからは空き家活用に取り組みながら「空き家に

なる前にできること」をわかりやすくお伝えする勉

強会の開催も考えています。

　私が感じる野木町の良いところは「アクセスの良さ」

です。

　移住を決めたきっかけもアクセス面だったので

すが、実際に住んでみてその良さを改めて実感し

ています。都心や観光地へも車や電車でのアクセ

スが良好で、利便性が高くありながら、町内は穏

やかな田舎の雰囲気も残っておりゆったりと過ご

す事ができます。

　また、町に来てからはひまわり畑やコスモス畑

を見に行く機会がありました。地域の中で花が身

近に楽しめる環境が整っていることに豊かさを感

じています。

　たくさんある野木町の魅力を、今後も多くの方

に伝えていけるよう努めていきます。

地域おこし協力隊とは？
地方に住民票を異動し、

地域ＰＲ等の地域おこし

支援を行いながら、その

地域への定住・定着を図る

取り組みです。

空き家業務 野木町の魅力

町の魅力を
Ｉｎｓｔａｇｒａｍで発信中！
右の二次元バーコードから
フォローお願いします♪ 地域おこし協力隊

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ


